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2013年8月より避難情報の取り扱い開始 

PC版・スマートフォン版Yahoo!天気・災害のページに情報を掲載 
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そのほか、防災速報アプリやスマートフォン版Yahoo! JAPANトップページで避難情報を
通知・掲載 

2013年8月より避難情報の取り扱い開始 



昨年の台風上陸時の避難情報のデータで気になった点 

1. 発令と解除を別データで入稿されていることがある 
（発令情報は解除されないまま残り続ける） 

2. 対象地域に地域名以外の文字列を入稿している 

3. 複数地区に発令を出す際ドキュメントを分けている 

4. 補足情報だけ解除の内容に変更し、実際には解除していない 

5. 避難勧告→避難指示などに変更になった場合、新たに避難指示の情
報を入稿している場合がある 

6. 発令種別ごとにドキュメントを分けている 
（また解除されたものを取り消し扱いにしているなど） 

7. 災害の終息まで一貫して発令情報を入稿してもらえていない 

8. 情報の更新回数が極端に多い（時間帯によって2分おきに8回ほど更新） 
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コモンズで想定されている情報のライフサイクルと異なる
運用をされているものも見受けられた。 
正しい運用方法の徹底が今後の課題と考えられる。 
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2014年2月より国民保護情報の取り扱い開始 
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2014年3月より避難情報をPC版トップページでも掲載開始 



公共情報コモンズの課題と今後への期待 

・避難情報の全国的な網羅 

 －情報がない地域に生じる誤解 

 

・日頃からの訓練 

 

・ライフライン情報の充実 

 

・避難所の開設情報の充実 
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